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高冷地における水稲「コシヒカリ」の栽植密度別の移植適期

熊本県の標高約５００ｍ水田地帯における「コシヒカリ」稚苗移植栽培の移植適期は、栽植

密度２０株／㎡では５月第５半旬まで、１５株／㎡では５月第３半旬まで、１０株／㎡では５

月第１半旬までである。

農業研究センター高原農業研究所（担当者：田中幸生）

研 究 の ね ら い

育苗・苗運搬等の労働の軽減及び育苗コストの低減をねらいとして、疎植田植機を利用した栽培

技術の普及が見込まれる。このため、高冷地における栽植密度別の移植適期を明らかにし、疎植栽

培技術確立のための資料とする。

研 究 の 成 果

１ 栽植密度が約２０株／㎡（条間 ×株間 ）の場合、移植適期は５月第５半旬まで30cm 17cm
である。

５月２２日までの移植では、収量も安定しており、玄米品質が良好で、タンパク質含有率も

低い傾向にある。５月３０日以降の移植では収量が１０％以上低下し、玄米品質の低下および

タンパク含有率が高くなる傾向にある。

２ 栽植密度が約１５株／㎡（条間 ×株間 ）の場合、移植適期は５月第３半旬まで30cm 22cm
である。

５月１５日までの移植では、茎数を確保することができ、収量の減収も５％未満である。タ

ンパク質含有率も低い傾向にある。５月２２日以降の移植では収量が１０％以上低下し、タン

パク質含有率が高くなる傾向にある。

３ 栽植密度が約１０株／㎡（条間 ×株間 ）の場合、移植適期は５月第１半旬まで30cm 30cm
である。

５月１日移植では、茎数はやや少ないが、㎡当たり籾数は確保される。また、倒伏も軽減さ

れ、収量・品質は安定し、タンパク質含有率も低い。５月１２日以降の移植では、茎数が少な

く収量 が安定せず、玄米タンパク質含有率も高くなる傾向にある。

普及上の留意点

１ ５月３０日以降の移植期においては葉いもち病が発生しやすい。

２ 疎植栽培では、葉色が濃く推移するので、施肥については検討が必要である。

３ 疎植対応田植機の栽植密度の範囲は、現在１１株／㎡～２１株／㎡である。

研究成果情報PDFファイル版／熊本県農業技術情報システム



- 2 -

表１ 生育調査結果（Ｈ１２） 表３ 使用苗箱

表２ 収量調査結果(H12)

図１ 22.2株/㎡における収量(H9) 図２ 移植期別収量とタンパク質含有率(H12)
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